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現

令
和
６６
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度　
　

 

当
初
予
算

当
初
予
算
の

一
般

会
計

ポイントポイント

　

市
発
足
20
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
を

「
未
来
へ
の
道
標
を
示
す
年
度
」
と
位
置

付
け
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
へ
の
対

応
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
社
会
変
容
に
備
え
た
取
り
組
み
を
進

め
、「
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
」
と
し
て
「
支

え
合
い 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

魅
力
都
市
」
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
方
針
の
下
、
今
年
度
の
当
初
予

算
は
、
市
発
足
20
周
年
記
念
事
業
や
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
防

災
・
減
災
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
化
）、
Ｇ

Ｘ
（
脱
炭
素
化
）
の
推
進
、
人
口
減
少

対
策
・
子
育
て
支
援
な
ど
の
重
点
施
策

や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
中
心
に
、

各
種
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
の

予
算
と
し
ま
し
た
。

過
去
最
大
の
規
模

一
般
会
計
予
算
額

４
２
２
億
６
千
万
円

子
育
て
環
境
四
国
一

子
育
て
支
援
を
更
に
充
実

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

工
場
な
ど
の
進
入
路
整
備
を
補
助

本
市
初
の
２
地
区
合
同
館

北
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

防
災
対
策
費
に
７
５
０
０
万
円

感
謝
、
そ
し
て
未
来
へ

市
発
足
20
周
年
記
念
事
業

13

45

6

2

　

歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
（
市
税
な

ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）

は
52
・
１
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県

の
意
思
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
補
助

金
な
ど
）
は
47
・
９
％
で
す
。
市
債

発
行
の
増
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
割

合
が
昨
年
度
よ
り
１
・
６
％
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
学
校

給
食
費
や
保
育
園
等
副
食
費
を
無
償

化
す
る
ほ
か
、
新
た
に
小
中
学
校
の

体
育
館
に
熱
中
症
対
策
と
し
て
空
調

設
備
を
整
備
す
る
事
業
な
ど
を
予
算

化
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
当
初

予
算
は
、
前
年
度
よ
り
36
億
４
千
万
円

（
９
・
４
％
）
増
の
４
２
２
億
６
千
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
発
足
20
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
市
を
挙
げ
て
お
祝
い
す
る
た

め
、
５
月
12
日
の
記
念
式
典
を
始
め
各
種

事
業
を
展
開
。
更
な
る
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
市
政
の
持
続
的

な
飛
躍
、
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
事
業
者
が
新
た
に

工
場
な
ど
を
新
設
す
る
た

め
に
、
開
発
行
為
で
設
置

し
た
進
入
路
の
工
事
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

　

事
業
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
で
、
事
業
用
地

の
開
発
を
促
進
し
、
産
業

の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
（
３

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
や
安
心
・
安
全
な
子

育
て
環
境
の
整
備
の
た
め
、
各
種
子
育

て
支
援
事
業
を
実
施
し
、
少
子
化
、
人

口
減
少
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

老
朽
化
が
著
し
い
「
天

満
公
民
館
」
と
「
蕪
崎
公

民
館
」（
土
居
町
）
を
、
本

市
初
の
合
同
館
と
し
て
新

築
し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
ま
で
に
土
地

の
造
成
を
終
え
、
今
年
度

か
ら
２
か
年
計
画
で
新
築

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

を
教
訓
に
「
災
害
は
起
き
る
」
と
い
う
前

提
の
下
、
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
や
災
害

対
策
用
備
蓄
品
の
充
実
な
ど
、
積
極
的
な

防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

障がい福祉サービス事業 約 17億 4900 万円

ふるさと納税推進事業 約 8億 3200 万円

クリーンセンター整備事業 約 6億 9900 万円

小中学校施設照明 LED化推進事業 約 4億 3000 万円

塩谷・小山線街路改築事業 約 1億 600 万円

体育施設整備事業 約１億 400 万円

その他の事業（１億円を超えるもの）

予算の執行状況や事業の実施状況は、今後本紙などで市民
の皆さまにお知らせしていきます。

・・・・・

・・・・・・・

・・・・・

・・

・・・・・

・・・・・・・・・

その他
　17.3億円

補助費等
　30.3億円

繰出金
　44.1億円

公債費
　46.7 億円

物件費
　57.9億円

普通建設事業費
　61.1億円

扶助費
　81.0億円

人件費
　84.2億円

その他交付金
　26.4億円

市債
　36.3億円

交付税・譲与税
　65.1億円

国・県支出金
　74.5億円

寄附金
　17.5億円

使用料など
　21.5億円

繰入金
　26.2億円

市税
　155.1億円

37%

20%

15%

15%

18%

11%

10%

4%

19%

6%

14%

5%

9%
7%

6%4%

自
主
財
源

依
存
財
源

52%

48%

歳入歳入歳出歳出
422.6 億円422.6 億円

ヤング・ミドル・シニアそれぞれの
世代を対象に、知名度の高いアーティ
ストの公演を実施します。

市内 4 か所で開催される花火大会で、
20 周年を祝うメモリアル花火を打ち
上げます。

20周年式典等事業・・・・・・・約 1600 万円　　学校給食用トレイ製作事業・・・・約 1200 万円
デザインマンホール製作事業  ・・・  1000 万円　　地場産業ＰＲ紙製品製作事業・・・・ 　約 500 万円
オリジナルナンバープレート製作事業・・約 170 万円 など 

こども医療費助成・・・・約 4 億 3200 万円　　乳児紙おむつ支給事業・・・・約 3200 万円
小中学校 ICT 環境推進事業 ・・約 9200 万円　　放課後児童クラブ整備事業・・約 1200 万円 など

3300 万円3300 万円

しこちゅ〜ホールしこちゅ〜ホール
記念公演記念公演

440 万円440 万円

20 周年記念20 周年記念
メモリアル花火メモリアル花火

約 3 億 7000 万円約 3 億 7000 万円

給食費・副食費給食費・副食費
無償化事業無償化事業

約 14 億 5500 万円約 14 億 5500 万円

小中学校屋内運動場小中学校屋内運動場
空調設備整備事業空調設備整備事業

2000 万円2000 万円

企業立地基盤整備事業企業立地基盤整備事業

約 2 億 9800 万円約 2 億 9800 万円

北地区交流センター（仮称）北地区交流センター（仮称）
整備事業整備事業

約 865 万円約 865 万円

デジタル防災マップデジタル防災マップ
整備事業整備事業

昨 年 度 に 引 き 続 き、 学 校 給 食 費 と
保 育 園 な ど の 副 食 費 を 無 償 化。 ま
た、 ア レ ル ギ ー 対 応 に よ る 完 全 弁
当 持 参 の 児 童 生 徒 に つ い て も、 無
償化相当分の支援を継続します。

児 童 生 徒 の 熱 中 症 対 策 や 災 害 時 の
避 難 所 機 能 を 強 化 す る た め、 体 育
館などに空調設備を整備します。

防災マップをデジタル化
し、現在地付近の避難所
の位置や開設状況、危険
箇所などを表示します。

継続

継続

まだまだたくさん

まだまだたくさん

新規

新規

新規

新規 新規

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課

☎
28
・
６
０
０
７


